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RHIC-PHENIX 実験において，包括的光子及び中性パイ中間子の v2 を精密に測定し，種々の仮定と検証を
重ねることによって，直接光子の v2 を決定し，その運動量依存性を求めることに成功した。理論的考察から，
直接光子は低い横運動領域ではパートンレベルの集団的運動，高い横運動量領域では初期パートン散乱が起
源であると考えられるとの結論を得たものである。
　同研究は，原子核・原子核衝突のメカニズムとクォーク・グルーオンプラズマの性質に対して大きな知見
を与えるものであり，今後の当該分野に大きな貢献をなすものである。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
